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1. 研究の背景と目的 

近年のグローバル化にともない外国人労働者や留学生が増加し日本国内においても外国人と接する機会が増加している．

あわせて，文化の違いから意見の食い違いや衝突が発生する場面も増加している．そしてこれらの衝突は，対立や誤解をはじ

めカルチャーショックの原因となっている．異文化の間では，歴史的または文化的な背景の違いなどから，相手の考えていること

が理解しづらく対立が起きやすい． 

この意見の食い違いや衝突は信念対立と呼ばれる．信念対立は，自分にとって常識的なものを絶対化し，他国の異質な行為

を理解できず，自分の理屈でその行為を勝手に解釈するために生じる．そのためお互いが無自覚に絶対視している信念に気

付かせることができれば，それまでの対立は，それまでとは同じ形ではなくなり，重かった悩みが軽減するとされている．このよう

な解消方法を信念対立解明アプローチと呼ぶ． 

信念対立解明アプローチは，解明フレームと自問自答により自らの信念の背景を解明して，自分の信念は正しいとは限らな

いと疑う可能性をつくる．しかし，自文化にも独特のルールが存在していることを受け入れられない人にとって，無自覚な信念の

解明は容易でない．文化に埋没すればするほど，そのルールを意識することは極めて難しい． 

このような問題を解決するために本論文では，我々は自らの判断について無自覚に絶対視している信念が無限に存在してい

ることに気づかせる研修を検討した．異文化と自文化に対する思考を記述して，これについて外国人とディスカッションし，自ら

の判断について無自覚に絶対視している信念を掘り起こす．思考の記述は，異文化に対して違和感を指摘する容易さと，自文

化について絶対視していることを指摘する難しさとのギャップを理解することで，無自覚な信念が存在することに気づかせること

ができる．さらにディスカッションは，外国人から自文化についての違和感を突き付けられることで無自覚の信念は無限に存在し

ていることを理解すると期待できる．最後に理解を深めるため，自らの経験から異文化との対立を記述し，自らが無自覚だった

信念を解明する．無自覚の信念が存在していることを理解し，実際に対立が起きた際に，無自覚の信念を解明することで対立

が解明できることを理解することを目的とする． 


